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発行日 令和８年３月２７日 

秋田県農業委員会女性協議会 

１．令和７年度の取り組み 

（１）「秋田県内における女性リーダーの確保等に向けた検討会」を初めて開催しました 

意見交換会参加者集合写真 

  1 月 19 日に秋田市「ホテルメトロポリタン秋田」において「秋田県内の農業におけ

る女性リーダーの確保等に向けた検討会」を初めて開催しました。本協議会役員のほか

JA あきた女性組織協議会、あきた水土里ネット女性の会、秋田県農業士連絡協議会の

役員ら 38 人が集まり、国や県が「第５次男女共同参画基本計画」の中で登用促進を目

指す農業委員、農協役員、土地改良区理事、女性農業士といった「女性リーダー」の確

保育成に向けた取り組み強化に関する現状や課題、効果的な取り組みについて情報共有

と意見交換等を行いました（意見交換内容を後述）。今後も継続してこの検討会を開催

することについて満場一致で賛成を頂きました。 

 

（２）秋田県農業委員会女性協議会第２２回総会・令和７年度研修会 

６月３０日に秋田市「アキタ

パークホテル」において第２２

回総会を開催し、令和６年度の

事業報告・収支決算、令和７年

度の事業計画収支予算、規約の

一部改正について決定しまし

た。 

終了後の令和７年度研修会で

は、令和７年度より本会が初め



 

女性委員が活動する圃場の見学（県北） 

ブロック研修会での意見交換 

農業委員会会長・事務局・女性委員との意見交換 

て導入した「女性が変える未来の農業推進事業」について担当者が説明したほか、全国

農業会議所の大出新聞業務部長より「農業を巡る最近の情勢について」情報提供をいた

だき、その内容を踏まえた意見交換を行いました。なお、2 名の男性の農業委員会会長

にも参加いただきました。 

 

（３）農業委員・農地利用最適化推進委員への女性の登用促進に向けた地区別研修会 

１０月～１１月にかけ、県内３地区での研修  

会を開催しました。地元の活動の活性化に向  

け、全国の活動事例「女性が活躍中！地域農 

業の未来をつくる農業委員の１日」の動画視 

聴のほか、県内の活動事例として北秋田市、 

湯沢市の会員が発表しました。 

また、令和８年度における農業委員・農地 

利用最適化推進委員の改選（19 委員会）に 

向け「今後の活動及びその継承と登用促進に 

ついて」をテーマに意見交換を実施しました。 

 

（４）令和７年度北海道・東北ブロック女性農業委員・農地利用最適化推進委員研修会 

12 月 9 日に札幌市「札幌サンプラザ」、

で北海道・東北ブロック女性農業委員・農

地利用最適化推進委員研修会が行われ、秋

田県からは２８名が出席しました。 

「地域で生きる、地域とつながる～協働で

はじまる小さな一歩～」をテーマに北海道

大学大学院准教授の小林国之氏による基調

講演ののち意見交換し、グループごとの発

表、総括が行われました。 

 

（５）農業委員への女性登用促進に向けた意見交換 

１２月～１月にかけ、農業委  

員会を訪問し意見交換を行いま 

した。令和４年度（令和５年度 

改選）の取組の際に県内一通り 

の巡回を実施していることを踏 

まえ、次の目的に該当する農業  

委員会を選定し実施しました。 

 ①女性農業委員の登用率や取組が優れている農業委員会に対する事例収集を目的とした

意見交換 

 ②女性農業委員の登用率が２０％を下回り、かつ女性委員等を対象とした研修会への参

加等が低調な農業委員会に対する女性活躍の理解醸成・研修会等への参加促進に向け

た意見交換 

 

（６）農業委員の選任に関する女性登用の促進について（文書発出） 

  女性農業委員の登用率が２０％を下回る１０市町村に対して登用促進に向けた取組を



 

促す文書を発出しています（宛先：市町村長、農業委員会会長） 

  

 

2．「秋田県内における女性リーダーの確保等に向けた検討会」意見交換の内容 

 １頁に掲載した検討会では次のような意見交換が行われましたのでご紹介します。 

 

◯座長（秋田県農業委員会女性協議会 加藤会長） 

JA 女性組織協議会に伺います。部員の条件として非農家の方も加入しているとのお話で

したが、会員の増加に結びついているでしょうか。 

 

◯JA あきた女性組織協議会 

地域によりますが、定年退職された元教師や会社員の方などが加入し、会員が増えている

地区もあります。農業従事者が増えている実感はありませんが、組織の活性化にはつなが

っており、一定の条件にこだわらず広げていくことが重要だと感じています。 

 

◯座長  

フレッシュミズの年齢構成について

教えてください。 

※フレッシュミズとは、JA をよりどこ
ろに、食や農業に関心のある若い世代
の女性が集まって作った組織です。以
前は「若妻会」と呼ばれていました。 

 

◯JA あきた女性組織協議会 

概ね 45 歳以下としていますが、次世

代が育っていない現状もあり、45 歳前後の方にお願いしている状況です。 

 

◯座長  

次に「あきた水土里ネット女性の会」に伺います。職員から理事になられた方、あるいは

全く違う立場から理事になられた方は、業務の理解などで苦労されているのではないでし

ょうか。 

 

◯あきた水土里ネット女性の会役員 

私の所属する土地改良区ではまだ女性理事はいませんが、定款変更をして員外理事の枠を

設けました。しかし、家庭の事情などで断られることが多く、難航しています。職員とし

ては女性理事がいると風通しが良くなると感じています。 

 

◯土地改良区 女性理事 

昨年 5 月に理事に選任されました。農家の嫁としての知識はありますが、土地改良区の

業務は地域全体の仕事が多く、勉強の日々です。先輩理事や事務局の話を聞きながら学ん

でいます。 

 

◯土地改良区 女性理事 

私は元職員ですが、一般職員だったため経営的なことは分かりません。理事になって初め



 

て知ることも多く、研修会に参加して情報を集め、身につけていきたいと思っています。 

◯座長 

「農業士会」に伺います。農業者の高齢化が進む中、65 歳定年制があることで指導農業

士の確保などが大変ではないでしょうか。 

 

◯女性農業士 

就任当初は 60 歳定年でしたが、その後 65 歳まで引き上げられました。さらに昨年度か

ら「名誉農業士」制度を設け、65 歳以上でも元気で活躍されている方を認定し、継続し

て活動していただいています。 

 

◯座長 

秋田県農業委員会女性協議会について伺います。女性登用に向けて動いていらっしゃいま

すが、現場の感触はいかがでしょうか。 

 

◯秋田県農業委員会女性協議会役員 

男性農業委員の枠に女性を入れることに対し、誰かが抜けなければならないという点で抵

抗感を示す男性もいます。しかし、女性が入ることで会議の雰囲気が明るくなり、意見が

出しやすくなるという理解も徐々に広まっています。 

 

◯秋田県農業委員会女性協議会事務局 

農業委員会には温度差があり、会長がやる気のある委員会では女性が複数登用され、運営

も円滑です。一方で、男性の縄張り意識が強い地域もまだあります。そうした壁を少しず

つ崩していく必要があります。 

 

◯座長  

女性登用を阻む要因として、自信のなさや家庭の負担などがあると思います。役員になら

れた皆様は、どのような自助努力やきっかけで克服されましたか。 

 

◯JA あきた女性協議会役員 

以前は添え物のような生き方をしていましたが、全国大会に出て刺激を受け、主人のサポ

ートもあり意識が変わりました。 

 

◯土地改良区 理事 

最初は迷いましたが、主人に

背中を押されて引き受けまし

た。前職の経験を活かしつ

つ、周囲に教えてもらいなが

ら頑張っています。 

 

◯あきた水土里ネット女性の

会役員 

私は事務局内の仕事が多かっ

たのですが現場も担当するようになって、頭首工の仕組みも分かるようになったり、現場

を知ることで、電話対応などもスムーズにできるようになりました。 



 

◯女性農業士 

JA の役員や海外研修などを経験し、楽しさを知りました。介護などで出にくい時期もあ

りましたが、それは自分自身が作っている言い訳でもありました。あと 3 年の任期を楽

しみ、言い訳を作らず頑張りたいと思います。 

 

◯秋田県農業委員会女性協議会役員 

私は中立委員として農業委員会に関わっています。最初は分からないことばかりでした

が、フットワーク軽く現場に出ることで、地域の方とも顔なじみになり、現在は広報委員

長を務めています。 

 

◯座長  

これまでに参加して良かった研修や、おすすめの企画があれば教えてください。 

 

◯あきた水土里ネット女性の会役員 

コロナ禍明けに行ったカラー診断の研修は、皆さんが楽しんで参加でき、非常に印象に残

っています。女性理事の登用について、１０％目標に対し５．１％が現状で、拡大に向け

検討取組を検討しています。 

 

◯JA あきた女性組織協議会 

その時の時代に合った内容で目新しさと面白みがないと来てくれないので、ジャンルにこ

だわらず取り組んでいます。興味を引くため芸人を呼んだこともあります。 

 

◯秋田県農業委員会女性農業委員会役員 

全国農業会議所の農業新聞業務部長を招き、農業情勢や食料安全保障について学ぶ研修を

行いました。皆さんの関心が高く、活発な意見交換ができました。 

 

◯座長 

最後に感想をお願いします。 

 

◯JA 秋田女性組織協議会役員 

女性農業者が必要とされているということを実感しました。役員を務めるのは大変なこと

です。私もなりたての頃は、旦那を差し置いて出てきていいのかという戸惑いがありまし

たが、農協については女性の正組合員すらいない地域もあります。女性農業者の減少によ

り、なり手不足は深刻です。役員定年の見直しにより、６５歳から７０歳まで延長しまし

たが「いつまでやるの！？」ということも課題で、実際に農作業が出来ても役員は若返り

が必要ではという思いもあります。皆さんと協力して考えていきたいと思います。 

 

◯あきた水土里ネット女性の会役員 

男性社会の側面はまだあります。私が就職した頃はお茶くみ、電話、掃除が仕事でこのま

ま退職まで続くものと思っていましたが、今や事務局長になりました。女性自身の意識を

変えることも重要です。前に出ることに抵抗があっても、それが自分や地域の力になると

信じて活動していきたいです。 

 

 



 

 

◯女性農業士 

私の組織活動も「若妻会」から始まりました。３０年前から「女性がもっと」と言われて

きており、当時は「男性が変わらないと」と思っていましたが、徐々に「自分がやらなけ

れば・・・」と思うようになってきました。全国の仲間と交流することでパワーをもらえ

ます。自分にとってマイナスになることはないので、一人でも多くの方に参加してもらえ

るよう声をかけていきたいです。 

 

 

３．令和８年度の行事予定（日程が確定しているもの） 

令和8年 6月 30日(火) 第 23 回総会・令和 8 年度研修会（秋田市・ホテルメトロポ

リタン秋田） 

9 月 2 日(水) 第 24 回総会（臨時総会）・令和 8 年度第 2 回研修会（秋田市・

ホテルメトロポリタン秋田） 

11 月 18 日（水） 

～19 日（木） 

令和８年度北海道・東北ブロック女性農業委員・推進委員研

修会(福島市・福島市子こどもの夢を育む施設こむこむ) 

令和 9 年 3 月上旬 女性の農業委員会活動推進シンポジウム(東京都) 

 

 

４．新会員の農業委員会業務への意気込み 

農業委員・農地利用最適化推進委員の改選により、新たに３名が本協議会へ入会しま

した。新会員の皆様の農業委員会業務への意気込みや抱負とともにご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

井川町農業委員会 農業委員 小玉昭代さん 

 

 

令和６年４月に辞令をいただき、農業委員として先輩委員

の方々や事務局の方から沢山のご指導や支えを受けながら

活動をさせてもらっています。 

研修会の参加においては、他県の方との交流が初めてだっ

たので多くの刺激を受けつつ頼もしい事を伺えてとても勉

強になりました。今後また機会があったら是非参加したいと

思っています。 

２年目を控えていますが、まだまだ分からないことだらけ

なので先輩方の意見等を沢山吸収し、より一層地域農業従事

者の方達と未来ある環境をつくっていける様に精一杯頑張

りますのでよろしくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．女性農業委員・女性農地利用最適化推進委員のペンリレー 

～ 執筆者 五城目町農業委員会 農業委員 竹内治子 さん ～ 

 関東にいた頃とは比べものにならないほど農産物が美味し

く、秋田の農業にはまだまだ可能性があると感じています。何

も知らないところからのスタートでしたが、先輩委員の皆さん

に一つ一つ丁寧に教えていただき、支えられながら活動してき

ました。そんな私にも呆れず指導してくださる委員会の皆さん

や事務局には、心から感謝しています。 

中山間地域である五城目町は高齢化や過疎化により、法人化

や大規模化が難しい面もあります。担い手不足を考えると、も

っと発想を広げる必要があると感じています。移住促進や関係

人口づくりの仕事にも携わっている立場として、五城目町のさ

まざまな取り組みと農業を結びつける新しい発想で、少しでも  

力になれたらと思っています。 

 大潟村 農業委員 佐藤千穂さん 

 

 昨年 10 月に農業委員を拝命し、先輩方や事務局のみなさ

んに教えて頂きながら活動しています。 

 以前から大変そうだと思っていましたが、いざ活動を始

めてみましたら、想像していた以上に責任があり、内容も

難しく、身の引き締まる思いです。 

 微力ではありますが、将来に農地を繋ぐ役割を果たして

いきたいと思います。 

にかほ市農業委員会 農業委員 石井智代 さん 

 

市の広報で一般枠の募集を拝見し、かねてより関心のあ

った市内の農業について学びたいとの思いから応募いたし

ました。令和 7 年より、先輩委員の皆さまにご指導いただき

ながら活動しております。 

持続可能なにかほ市の農業について考えていけるよう、

これからも学びを深めていきたいと思っています。また、消

費者としての視点や、消費者としてできることも大切にし

ながら、農業のあり方を考えていきたいと思います。 



 

～ 執筆者 仙北市農業委員会 農業委員 齋藤瑠璃子 さん ～ 

私は２０１１年の震災の年に東京から帰ってきて就農し、原

木椎茸・長ネギ・西明寺栗・水稲などを栽培しております。父

が闘病療養中に不慮の事故で亡くなり、母と二人三脚で毎日ド

タバタと農業をしておりましたところ、議会推薦で２０１５

年、３０歳の時に農業委員に推薦いただきました。農業委員は

現在１１年目です。 

 当時は女性農業委員登用の黎明期で、他地区の同世代の男性

農業者から「若くて女だから選ばれただけ」と、そうかもしれ

ないが言わなくてもよいような心ない言葉を方々から浴びせ

られ、大変腹の立つ思いをしました。 

確かに当初はまだ新規就農者だったので地域農業者から頼られるより頼ることのほうが

多かったのですが、地道に農業と委員活動を継続し、今は水利組合や環境保全会の会計・

事務局も行い、農地や水路の専門知識を深めたことで、紛争の仲介など案件も少しですが

増え、地区に密着した農業委員活動ができるようになってきました。 

そして、世の中は首相が女性になるくらいこの約１０年で女性に対しての意識は変わっ

たと感じております。少なくとも『女性だからダメ』と公然と否定できない世の中になっ

たのはとてもすごいことだなと感じております。過去に尽力なさった先輩女性たちのおか

げで現在の女性農業者は生きやすくなったと感謝し、日々の作業に尽力してまいります。 

 

【あとがき】 

「女性が変える未来の農業推進支援事業」では、ご紹介した研修会・検討会開催のほか、

県内の女性農業委員・農地利用最適化推進委員の活動事例を紹介するチラシ・パンフレッ

トの作成に活用しました。令和 8 年度の活用に向けて現在調整中です。 

 

 

 

【広告】 
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